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次
ペ
ー
ジ
に
続
く

❘

庄
内
は
特
に
看
護
師
も
少
な
い

状
況
で
す
。
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で

す
か
。

か
ら
だ
館
通
信

号
か
ら
始

め
た
「
と
も
に
考
え
よ
う
地
域

医
療
み
ら
い
図

院
長
リ
レ
ー

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
で
は
、
私
た

ち
が
暮
ら
す
庄
内
地
域
の
医
療

課
題
や
目
指
す
姿
を
そ
れ
ぞ
れ

の
院
長
か
ら
う
か
が
っ
て
き
ま

し
た
。

(

蘆
野
）
在
宅
医
療
を
進
め
る

上
で
は
地
域
連
携
が
必
要
不
可

欠
で
す
。
そ
の
上
で
最
も
重
要

な
役
割
を
果
た
す
の
は
訪
問
看

護
師
と
考
え
て
い
ま
す
。
訪
問

看
護
師
の
役
割
は
、
病
状
の
観

察
、
医
師
の
指
示
に
基
づ
く
治

療
の
実
施
、
入
浴
介
助
、
生
活

ケ
ア
等
療
養
上
の
世
話
、
医
師

や
患
者
家
族
と
の
橋
渡
し
な
ど

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
そ
の
た

め
有
能
な
訪
問
看
護
師
が
対
応

す
る
こ
と
で
患
者
、
家
族
、
医

師
も
不
安
な
く
生
活
を
送
れ
ま

す
。
訪
問
看
護
師
が
病
院
・
診

療
所
と
連
携
を
し
て
、
い
き
い

き
と
楽
し
く
働
く
こ
と
が
非
常

に
重
要
で
す
。

在
宅
医
療
に
お
け
る
地
域
連
携

訪
問
看
護
の
重
要
性

(

蘆
野
）
本
当
に
深
刻
な
状
況
で

す
。
し
か
し
私
は
、
魅
力
的
な

医
療
を
作
っ
て
い
け
ば
人
は
集

ま
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
魅
力

的
な
医
療
を
一
緒
に
や
り
た
い

な
っ
て
い
う
人
を
惹
き
付
け
る

こ
と
を
考
え
て
、
み
ん
な
で
話

し
合
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ど

う
い
う
医
療
を
や
り
た
い
の
か
。

私
が
前
に
従
事
し
て
い
た
十
和

田
市
の
病
院
で
は
、
緩
和
ケ
ア

を
中
心
に
据
え
て
看
護
師
を
集

め
ま
し
た
。
す
る
と
、
緩
和
ケ

ア
を
し
た
い
、
と
本
当
に
思
い

の
あ
る
優
秀
な
看
護
師
が
集

ま
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
メ
ン

バ
ー
が
そ
の
後
、
病
院
の
中
核

に
い
て
本
当
に
い
い
病
院
に

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
時
々
病
院
の
看
護
師
も

外
の
世
界
、
在
宅
あ
る
い
は
施

設
で
の
看
護
を
経
験
す
る
こ
と

は
非
常
に
勉
強
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
交
流
事
業
は
す
で

に
内
陸
地
方
な
ど
、
様
々
な
地

域
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
体
制
が
で
き
る
と
、
患
者
ご

家
族
の
細
か
い
ニ
ー
ズ
を
拾
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
地
域
を
あ
げ
て
看
護
師
の

力
を
高
め
る
こ
と
は
非
常
に
重

要
で
す
ね
。

病
院
の
質
を
決
め
る
の
は
医
者

じ
ゃ
な
く
て
看
護
な
ん
で
す
よ
。

看
護
師
が
し
っ
か
り
し
て
い
る

と
、
い
い
病
院
が
で
き
あ
が
る
。

だ
か
ら
、
地
域
で
看
護
師
の
思

い
を
実
現
で
き
る
医
療
体
制
を

作
る
と
、
看
護
師
が
集
ま
っ
て

く
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。

前
回
（
６
５
号
）
は
、
番
外
篇

と
し
て
山
形
県
庄
内
保
健
所
蘆

野
吉
和
所
長
よ
り
、
在
宅
医
療

に
携
さ
わ
る
き
っ
か
け
や
、
在

宅
看
取
り
を
推
進
さ
れ
た
思
い

を
お
き
き
し
ま
し
た
。
今
回
は

引
き
続
き
後
編
で
す
。

※

第
一
回

日
本
海
総
合
病
院

島
貫
隆
夫
院
長

第
二
回

鶴
岡
協
立
病
院

堀
内
隆
三
院
長

第
三
回

鶴
岡
市
立
荘
内
病
院

鈴
木
聡
院
長

第
四
回

医
療
法
人
な
ご
み
会
三
井

病
院

三
井
卓
弥
院
長

第
五
回

山
形
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療

セ
ン
タ
ー

神
田
秀
人
院
長

第
六
回

山
形
県
庄
内
保
健
所

芦
野
吉
和
所
長

聞き手は左手より秋山美紀１) 、齊藤彩１) 、瀬尾利加子2 )。１)慶應義塾大学からだ館 2 )（株）瀬尾医療連携事務所

http://karadakan.jp/


あ
と
が
き

今
回
の
イ
ン
ビ
ュ
ー

が
き
っ
か
け
で
健
康

大
学
「
ど
う
す
る
？

人
生
の
終
い
方
、
私

ら
し
く
イ
メ
ー
ジ
し

て
み
ま
せ
ん
か
」
が

始
ま
り
ま
し
た
。
市

民
の
み
な
さ
ん
と
大

い
に
語
り
、
学
び
実

践
し
て
い
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
次
回
も
ど

う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

❘

在
宅
医
療
に
お
い
て
一
番
大
事
な
こ

と
は
な
ん
で
す
か
。

ー

「
生
き
が
い
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
す
か
。

(

蘆
野
）
基
本
的
に
、
従
来
の
医
療
と
は

全
く
違
う
医
療
で
、
新
た
な
概
念
で
す
。

そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
社
会
保
障
審
議
会
で
、

「
治
す
医
療
」
か
ら
、
「
治
し
、
支
え
る

医
療
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
言
い
表

し
て
い
ま
す
が
、
生
活
や
生
き
が
い
を
支

え
る
医
療
と
い
う
も
の
で
す
。
従
来
は
医

療
が
前
面
に
立
っ
て
い
て
、
最
終
的
に
み

ん
な
医
療
の
中
で
死
ん
で
い
く
。
そ
れ
を

み
ん
な
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
「
治
し
、
支
え
る
医
療
」
は

最
後
ま
で
、
ど
こ
に
い
よ
う
と
患
者
さ
ん

を
支
え
る
た
め
に
そ
ば
に
ス
ッ
と
い
る
形
。

黒
子
の
存
在
と
し
て
あ
る
も
の
で
す
。

聞き手のプロフィール

齊藤 彩 からだ館スタッフ、社会福祉士。 院長インタビューを通じて地域医療体制の情報を発信し、ここで暮らす皆で医療を考えていきたい、
と考えている。

瀬尾 利加子 (株)瀬尾医療連携事務所代表、鶴岡市地域医療を考える委員会委員長。2015年まで鶴岡市内の病院に勤務後、高齢社会から起こ
る医療課題の解決策に取り組むため起業。みどりまち文庫を運営。

秋山 美紀 からだ館リーダー、慶應義塾大学教授 鶴岡市地域医療を考える市民委員会ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 中央社会保険医療協議会公益委員等。約
15年にわたり庄内地域の医療をウォッチする傍ら、国の医療政策にも関わる。

(

蘆
野
）
例
え
ば
、
具
体
的
に
何
か
お
い
し

い
も
の
を
食
べ
た
い
。
そ
の
気
持
ち
が
生

き
が
い
に
つ
な
が
り
ま
す
。
死
が
近
い
場

面
で
も
、
最
後
に
食
べ
た
い
も
の
を
食
べ

る
こ
と
。
医
療
の
視
点
で
は
、
そ
の
場
合

は
い
わ
ゆ
る
誤
嚥
性
肺
炎
を
起
こ
す
危
険

が
あ
る
か
ら
食
べ
さ
せ
ち
ゃ
い
け
な
い
と

考
え
て
し
ま
う
。
そ
う
な
る
と
、
そ
れ
を

防
ぐ
た
め
に
絶
食
に
な
る
。
そ
う
じ
ゃ
な

く
て
。
お
い
し
く
食
べ
て
、
た
と
え
喉
に

詰
ま
っ
て
も
、
も
う
本
当
に
お
い
し
い
と

思
え
ば
そ
れ
で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て

い
う
考
え
方
。
小
さ
な
生
き
が
い
、
誰
か

に
会
い
た
い
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
行
き

た
い
、
と
い
う
願
望
は
誰
に
で
も
あ
る
わ

け
で
す
。
そ
れ
が
叶
え
ら
れ
る
と
、
認
知

機
能
が
低
下
し
て
い
る
状
況
の
人
で
も
、

こ
れ
で
良
か
っ
た
、
あ
り
が
と
う
、
と
感

じ
て
く
れ
る
。
お
昼
を
食
べ
て
ニ
コ
ッ
と

し
て
ス
ッ
と
亡
く
な
る
と
い
う
よ
う
な
話

は
在
宅
医
療
の
現
場
で
よ
く
聞
く
話
で
す
。

ー

目
指
す
在
宅
医
療
の
在
り
方
を
教
え
て

く
だ
さ
い
？

ー

地
域
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

(

蘆
野
）
「
身
体
的
な
健
康
」
で
は
な
く
て
、 

「
そ
の
人
ら
し
い
人
生
や
生
活
が
継
続
で

き
る
こ
と
」
で
す
。
そ
れ
を
支
え
る
た
め

に
医
療
が
あ
る
の
だ
と
い
う
考
え
方
が
在

宅
医
療
の
考
え
方
で
す
。
特
に
今
我
々
が

強
調
し
て
い
る
の
は
「
生
き
が
い
」
で
す
。

(

蘆
野
）
人
は
必
ず
死
を
迎
え
ま
す
。
当

た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
ち
ゃ
ん
と
意
識

し
て
お
く
。
そ
し
て
、
自
分
の
人
生
を
生

き
き
る
、
最
期
は
こ
れ
で
良
か
っ
た
と
思

え
る
社
会
を
一
緒
に
な
っ
て
作
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

院
長
リ
レ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
は
か
ら
だ
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

山形県庄内保健所  所長 蘆野吉和さん 「医療は最終的に、その人の生きがいを叶え支えるためにある、

私はそんな在宅医療をこの地域に作りたいと考えています。」

今
は
、
死
が
日
常
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
家

族
を
中
心
と
す
る
看
取
り
が
忘
れ
去
ら
れ

て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
命
の

尊
厳
を
実
感
す
る
機
会
が
無
く
な
り
、
家

族
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
も
希
薄
に
な
っ

て
い
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
は
今
求

め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
誰
に
で
も
訪
れ
る

死
、
看
取
り
を
地
域
社
会
に
戻
す
こ
と
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
団
塊
の
世
代
が
後
期

高
齢
者
に
な
る 

 
 
 
 

年
。
い
ず
れ
入
院

ベ
ッ
ト
を
確
保
す
る
こ
と
も
困
難
に
な
っ

て
く
る
の
は
明
ら
か
で
す
。
市
民
も
従
来

と
意
識
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ど

う
最
期
を
迎
え
た
い
か
、
後
悔
し
な
い
よ

う
一
人
ひ
と
り
が
考
え
、
向
き
合
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
了
）

医
療
は
最
終
的
に
、
そ
の
人
の
生
き
が
い

を
叶
え
支
え
る
た
め
に
あ
る
、
私
は
そ
ん

な
在
宅
医
療
を
こ
の
地
域
に
作
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

(

蘆
野
） 

基
本
的
に
大
事
な
も
の
は
、



からだ館健康大学

「どうする？人生の終い方、
私らしくイメージしてみませんか。」

突然ですが皆さんにお尋ねします。あなたは「人生」について
普段から考えたり、家族や大事な人と話し合ったりする機会を作ろうと
していますか？

考えたくはないですが、病気だけではなく体の衰えは誰しもいつかやってきます。そんな時に
困ったり、悩んだりする人を少しでも減らしたい。そんな思いもあり、からだ館では「人生の終
い方」を考える勉強会を実施しています。

第1回（開催：2023年2月27日）から毎月開催し、参加者の今とこれからの人生の終い方の準
備につなげるための情報や、専門職、相談窓口を知っていただく機会となっています。
どうしてもネガティブになりがちな話題ですが、参加者の皆さんと前向きに楽しく学習ができ

るよう工夫しています。自分も考えてみたいなという方からのお申込みお待ちしております。

テーマ 地域資源・サービス・制度を学ぼう

第1回
2023/2/23

自分を可視化する・在宅医療を考える
庄内保健所

所長 蘆野吉和氏

第2回
2023/3/6

訪問看護の現場から現状や課題
いのちの華 訪問看護ステーション

所長 大滝ひとみ氏

第3回
2023/3/13

自分らしい最期を選べるように考えよう

第4回
2023/4/21

地域包括支援センターから 前編
地域包括支援センターふじしま

社会福祉士 坂東真由美氏

第5回
2023/5/19

地域包括支援センターから 後編
地域包括支援センターふじしま

社会福祉士 坂東真由美氏

第6回
2023/6/16

訪問看護サービスについて 基礎編
訪問看護ステーションきずな

所長 上野由佳氏

第7回
2023/7/21

臨床宗教師の活動について（仮）
米沢市立病院緩和ケアチーム 臨床宗教師
松原寺 副住職 妻鳥紘明氏

第8回
2023/8/18

訪問看護サービスについて 在宅療養事例編
訪問看護ステーションきずな

所長 上野由佳氏

第9回
2023/9/15

人生の終い方・これからどんな学びが必要か
～みんなで意見を出し合おう～

からだ館スタッフと参加者

• 各回の開催時間：10:00～11:30
• 会 場 ：鶴岡タウンキャンパス 3階 セミナー室SA
• 問い合わせ先 ：からだ館 担当（長谷川・瀬尾・斎藤）



自分の経験、家族としての思い、日々の暮らし、
皆さん今の気持ちや思いを素直に話しています。
想いを出すことができるのは、そこに聞いてくれ
る人がいるから。皆さんがお互いに思いやり合え
る大切な場になっています。

にこにこ倶楽部
がんを経験された方・そのご家族が、

経験・想いを分かち合うサロン

開催日 毎月第一金曜日
時間 : 10:00～11:00
会場 : 鶴岡タウンキャンパス３階
会費 : お一人100円
※ 要 申し込み からだ館まで

からだ館情報ステーションは、
2023年6月末に従来の場所から
隣の部屋に引っ越しました。
（以前は一時休憩室として利
用されていた部屋です）

絵手紙教室

2020年に患者サロンの参加
者のリクエストで始まった絵
手紙教室。毎月１回、がんの
経験者が講師となり、開催し
ています。
当初、参加者は患者サロンの
参加者が中心でしたが、今で
は、口コミで様々な方が参加
してくれるようになりました。
見学もOKですよ！参加希望
の方はご連絡ください。お待
ちしています。

開催日：毎月第1火曜日
時間：10:00～11：00
会場：つるおかタウンキャンパス セミナー室SA
会費：500円
※ 要申し込み からだ館29－0806まで

編集後記

参加者の声
・最近、妻と妹をがんで亡くした。夜になると
淋しい思いが強くなる。前向きになりたいと思
うが今は難しい。皆さんと話したくて参加しま
した。来てよかった。
・４回目の腸閉塞で入院した。食べて、寝て、
排泄してという当たり前のことの大事さをあら
ためて感じた。ここに来られるのも幸せと感じ
ています。

引っ越しに関して多くの皆さんより、ご協力いただき
ありがとうございました。今後もからだ館情報ステー
ションをご活用ください。どうぞよろしくお願いいた
します。

以前よりも広い空間に
なったので、今後は個
別にお話をお聞ききし
たり、少人数の会が開
催できるようになりま
した。見晴らしがいい
のもうれしいポイント
です。

新 ス タ ッ フ の 紹 介

皆様と一緒にからだ
館で行われている数
多くの活動から学ば
せていただき、ス
タッフとして、「健
康につながる行動を
起こす学びの場」の
お役に立ちたいと思
います。

瀬尾利加子さん

長谷川結さん

からだ館の15周年記念
誌を制作したご縁で、
この４月から仲間入り
することになりました。
地域医療・福祉分野に
ついては門外漢からの
参加ではありますが、
一人一人がよりよく生
きるために何ができる
のか、私自身が学びな
がら尽力できればと思
います。よろしくお願
いいたします。

夏といえば何を連想しますか？ 花火、ひまわり、ク

ワガタ、プール、かき氷、スイカ、メロン、何と言っ

てもだだちゃ豆。中でもお盆の頃の豆の味は最高！そ

して夏野菜たちも、猛暑を乗り切るエネルギーを与え

てくれますね。年々、夏の訪れも早くなり、暑さが厳

しくなっている気がします。地元の旬の食材で、この

夏も元気に乗り切りましょう！ （M.A)

新メンバーが仲間入り。
どうぞよろしく
お願いいたします。
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